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【座長講評】 

セッション 5「リスクマネジメント・社会合意形成、リスクコミュニケーション」では、

社会科学的手法を用いた 4 件の研究報告が行われた。 

O5-01 では、大阪大学の村上道夫氏が、除去土壌等の県外最終処分および再生利用に対

する社会受容性の決定要因を比較分析した。放射能濃度や管理期間、処分場規模などの条

件が受容に与える影響を評価するとともに、手続き的公正や分配的公正、距離、補償の効

果を検討した。その結果、特に行政への信頼が低い層に対しては、手続き的公正の確保が

受容性向上に重要であることが示された。 

O5-02 では、国立環境研究所の鈴木薫氏が、除去土壌の県外最終処分に対する地域住民

の受容・拒否の形成過程を分析した。5 地域 21 名への聞き取り調査をグラウンデッド・セ

オリー・アプローチで整理した結果、住民の態度は 5 類型に分類され、その背景に「記憶

と忘却の多層構造」が存在することが示された。 

O5-03 では、立教大学の森朋子氏が、福島県伊達市の除染をめぐる対立事例を題材とし

て、環境分野のコンフリクト事例を教育教材化する研究を報告した。中高生が対立を乗り

越える能力を育む教育プログラムの開発を目指し、関係者を整理するフレームワークと、

その具体的な適用事例が紹介された。 

O5-04 では、北海道大学の武田理熙氏が、除去土壌問題を題材とした協力型シリアスボ

ードゲームの体験評価を報告した。減容化・再生利用・最終処分をめぐる多様な立場を体
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験できるゲームを開発し、MEEGA+を用いて評価した結果、参加者グループ間で有意な差

が確認され、今後の改善の方向性が示された。 

本セッションでは、従来から重要視されてきた社会的受容性研究がさらに深化しただけ

でなく、教育や理解醸成を支援する教材・ゲームといった新たなアプローチも紹介された。

多様な視点から本テーマを考察する機会となり、活発で有意義な議論が展開された。 

（中村 省吾） 


